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‣†はじめに‒






































































































































































































































































































































































































































































































図  ‒ 漢口薬善堂の本部と ‥ 支部の分布
及びそれぞれのリーダー名‒
図 ‪‒ 主な動員によるフィールドコース‒











































































































































































































































































































































 また図 6 で示したように幕末の官軍によ
って敗れ、未来を明治政府下では見いだせ
ないと考えた会津を中心にした東北の若者




はこのタイプであった。    



















































































































まり、1892 年（明治 25 年）「『清国通商綜
覧』として日清貿易研究所（発売は丸善商社















































 この第 1 編の付録として 6 付録が編集さ












































































































































































図 13  
日清貿易研究所卒業生の出身府県分布 




















































































































































































5 たとえば、Douglas R. Reynolds with Carol T. 
Reynolds(2014)‟East Meets East—Chinese 
Discover the Modern World in Japan, 1854―




似について」（A Toa Dobun Shoin Look alike ? 
The Development of Tri-Partite Curriculum at 
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